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⑧慢性腎臓病の食事療法

☑

慢性腎臓病患者の食塩目標量は男女ともに
　　　　　　　6.0g未満

☑

慢性腎臓病患者のエネルギー摂取量はステージによらず　　
　　　　25～35kcal/kg 標準体重/日
が118回で問われると予想します。

118回予想
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⭕

←適度な飲酒が腎機能の悪化に寄与することはない。
←喫煙は慢性腎臓病の独立した危険因子であり、禁煙は慢性腎臓病の進行を抑制する。

←慢性腎臓病の重症化予防のため、食塩摂取量は6.0g未満にする。
←慢性腎臓病ではステージに応じて蛋白質摂取制限が必要となる。

←肥満の場合はBMIで25を目標とした減量によって慢性腎臓病の進行リスクは低下する。

慢性腎臓病では腎機能が低下しているため、多量の水分摂取をすると
尿として排泄できず体内に貯留してしまう。

慢性腎臓病においてカリウムの排泄はステージが進行しても比較的保たれる。
このため、高K血症を認めない限りはカリウムの摂取制限を行う必要はない。

⬅

⬅

目
標
量

生活習慣病の
一次予防効果
がある量

☑

食塩の目標量(食事摂取基準 2020年版)国試では
食塩が
よく出題
される。

男性:7.5g未満、女性:6.5g未満

男女ともに6.0g未満
※高血圧症や慢性腎臓病の重症化予防のための数値は

☑

慢性腎臓病患者のエネルギー摂取量
(慢性腎臓病に対する食事療法基準 2014)
ステージによらず25～35kcal/kg 標準体重/日

☑

慢性腎臓病患者の蛋白質摂取制限
ステージG3aでは0.8～1.0g/kg 標準体重/日

ステージG3b以降では0.6～0.8g/kg 標準体重/日
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